特定基準　氷雪販売（平成24年4月）

衛生管理マニュアル　記載例



１　食品等の衛生的な取扱い



 １（１） 　小分け
	氷雪の小分けは、　東京　太郎　が責任者となり以下の内容で行う。
	責任者の氏名を記入します。

（役職名でも可）

	□　衛生管理の目的
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· 小分け手順



	氷雪を小分けするときは、「二次汚染」「相互汚染」の原因とならないよう器具等をきちんと管理しなくてはなりません。

＜マニュアル作成のポイント＞

氷雪を小分け販売する場合は、小分けの手順を記載するほか、器具や作業台の洗浄・消毒方法、保管方法、さらに、手袋の使用方法等を記載します。





衛生管理マニュアル　記載例



１　食品等の衛生的な取扱い



 １（２） 　製品の配送
	製品の配送は、　東京　太郎　が責任者となり以下の内容で行う。
	責任者の氏名を記入します。
（役職名でも可）

	· 衛生管理の目的
　　

· 配送方法

· 荷台・コンテナの洗浄・消毒及び保守点検


	製品配送中の温度管理不良により微生物が増殖してしまう場合があります。配送時の温度、配送時間等にも注意が必要です。
配送を外部業者に委託する場合は、契約書等により、配送時温度の指定、荷台・コンテナの洗浄・消毒及び保守点検について、必要な事項を定めます。

さらに、配送時温度が不適になった場合の連絡方法についても、事前に定めておくとよいでしょう。


<記載例>


製品の販売時の病原微生物による二次汚染及び相互汚染の防止





<記載例>


小分け作業に使うのこぎり、氷ばさみ、運搬用具等の器具類は専用の清潔なものを使用する。


小分け作業は専用の衛生的な作業台で行う。


器具類及び作業台の洗浄・消毒は、「機械器具類の衛生管理　洗浄・消毒及び保守点検（●ページ）」に従って行う。





<記載例>


小分け作業時は専用の清潔な手袋を着用する。


手袋の洗浄・消毒は「機械器具類の衛生管理　洗浄・消毒及び保守点検（●ページ）」に従って行う。


小分け作業を離れるときに手袋は外す。


手袋は、鼻や髪の毛などに触れた時など、汚染が疑われたときは直ちに交換する。





<記載例>


製品を配送する際に病原微生物を付着・増殖させない





<記載例>


配送は自社の配送車で行う。


氷雪は専用の清潔な手袋を用いて運搬する。


氷雪は専用の布とビニールシートに包み、専用の清潔なコンテナに入れ、すのこを敷いた荷台に乗せる。





<記載例>


一日の使用後に、使用した従事者が、水とブラシで洗浄する。


定期清掃として、毎週金曜日の作業終了時、当番の担当者が、洗浄剤・消毒剤を用い、コンテナ洗浄を実施する。


氷雪を汚染させる等、氷雪の品質に影響を及ぼすような荷台の破損が無いか、一日の使用前、使用後に、荷台内外の状況を確認する。








記載が必要な項目　　　　　、頻度等が定められている箇所　　　　　

